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辻 ⑨］現 在

９
ヰ

歯

医

士

さ

ん

が

き

士

し

辷

長
い
匹
待
ち
に
待
っ

た
㈲
ド
者
さ
ん
が
、
八

爿
一「
卜
八
口
に
が
り
仕
事

を
け
じ
め
ま
し
た
。

今
ま
で
、
他
町
村
へ

歯
の
治
旅
に
い
っ
て
い

た
方

が
、
今
度
か
り
地

元
で
治
療
が
受
け
ｙ
にワ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
の
万
引
前
は
、
李

先
生
了
取
材
に
行
っ
た

時
ち
ょ
う
ど
、
小
学
生

の
侑
の
治
療
を
し
て
い

て
「
何
年
生
で
す
か
、

痛
く
な
い
で
す
か
」

と

親
切
に
話
し
か
け
て
い

ま
し
た
。

歯
医
者
さ
ん
、
治
療

に
つ
い
て
は
よ
ろ
し
く

お
か
か
い
し
ま
す
。



成

人

お

め

で

と

う

八

川

卜

五

凵

。

午

前

十

。
時

か

ら

セ

ン

タ

ー

総

介

研

修

玉

で

成

人

三

加

か

二

な

わ

れ

土

し

左

。

ガ

と

な

匚

な

っ

た

こ

と

を

自

覚

し

、

み

ず

か

ら

生

き

ぬ

こ

う

と

す

る

青

年

を

祝

い

励

ま

卞

と

い

う

と

こ

ろ

匚

あ

り

ま

す

、

ご

と

し

成

人

匚

な

ら

れ

る

方

々

は

。

昭

和

ニ

ト

ハ

単

一

川

”

丶
Ｉ
．
丶

ノ
、。

リ
冂
囗

一
一

‘

し

‘ｔ

‘ｌ
ｉ
Ｊ
‘
こ

Ｉ

ノ

ー

カ

に

肝

不

一

Ｉ

ノ

勺

丿

一
・
’

卜

一

囗

ま

で

匚

生

ま

れ

た

男

女

と

い

う

二

と

匚

な

り

ま

す

。

佐

仲

村

で

は

、

次

の

人

た

ち

が

谷

と

な

の

仲

問

い

り

を

し

ま

す

。

新

成

人

者

を

紹

介

し

ま

卞

。

敬

称

略

一
古

佐

井

】

太

川

美

代

子

、

人

沼

利

祖

、

岡

村

。
弘

。

紀

伊

正

美

、

回

伊

修

黒

沢

元

り

汗

、

今

川

紀

汗

、

佐

賀

弘

、

佐

藤

和

犬

、

柴

山

恵

樹

。

渋

谷

水

三

竹

半

裃

よ

館

脇

尚

人

、

寺

島

き

よ

子

中

村

叔

子

、

中

郷

悦

子

、

東

出

盛

光

、

佃

囗

降

文

、

福

浦

岳

志

、

広

谷

囗

出

子

松

川

じ

子

、

山

半

み

ゑ

了

、

山

本

春

男

竹

山

‥
Ｅ
子

、

若

山

耕

二

、

若

山

妙

子

、

个

ト

ー
豊

、

若

山

信

浙

、

坂

并

一
二
枝

子

大

川

恵

戸

、

横

浜

茂

、

山

牛

美

吉

、

中

村

弘

志

。

藤

川

捐

止

、

今

春

代

、

大

惱

ヤ

石

了

、

品

円

稔

厂

人

畑

利

美

、

福

島

教

雄

、

木

卜

作
竺

坂

井

幸

美

、

島

野

美

佐

子

、

菊

池

祁

美

卜

、

川

記
‥
部

潔

卜

、

和

田

解

戸

、

川

名

部

江

利

戸

、

奥

本

余

み

卜

、

中

村

良

昭

、

若

山

政

男

ｒ＊

若

山

美

津

子

、

佐

谷

と

も

、

纈

浜

て

い

子

ア

佐

井

一

岩

崎

裕

介

、

岡

本

恵

逸

亦
昌
年
男
、
加
藤
静
八
、
金
沢
真
、
黒

沢
秀
雄
、
片
々
木
恭
子
、
佐
々
本
由
子

佐
藤
經
ミ

ザ
昌
隍
、
東
出
政
雄
、
束

出
功
、
樋
囗
留
美
子
、
溝
江
舵
巾上

言

沢
祁
万
了
、
横
浜
つ
さ
、
和
田
茂
夫
、

坪
井
鰥
、
福
川
美
行
。
金
丸
耿
、
金
丸

考
夫
、
小
円
み
ど
气

横
浜
秀
子
、
竹

川
弘
子
、
川
中
ま
り
了
、
福
川
修
二
、

柳
田
功
、
和
田
土
久

野
昌
晢
广
、
北

野
和
子
、
朧
鳥
声
一
夫
、
金
丸
治
率
、

長
後
閇

、
関
雎
上
割

人

塚
啓

匸

松
（
合

个
戸

、
畑
中

卞
め
荀

一
原

良

年

円
良
犬

加

藤
赧
、
加

仆

雅
人
了

令
沢
勝
則
二

万
沢
鈴
子

、
木

部

裕
美

子
上

辻
藤

啓

門

佐
藤
‥
几

川

中

久
美
子
、
東
出

ヅ

ン
イ
、
藤
田

節
广

松

沢
久
美
子
、
松
沢
豊
、
松
水
幸

コ
、

片

川
昌

子
、
横
浜
か
ヤ

ナ
、
横
浜
雎
弘

言

川
っ
豊
子
二

槌
品
規
子
、
木
部
隆
辜

奥
本
定
晴
、
佐
藤
光
奸
匸

仁
本
敏
子
、

加
藤
美
恵
子
、
木
部
宰
禺
、
下

山
京
了

一
矢
拉
一

中
村
正
和
、
内
四一
完
二

本

下

邦
子
、
木
下

誠

。
館
脇
千

恵
、
館
脇

秀
章
、
中
村
文
人
ノ

ド
川
平

生
、
中
村

雌

尖
一
川

目
一

匚
山
貢

、
上

山
美
利

千
、

加
藤
青
月

一
賍
谷
一

横
浜
克
工

福
田

手
匸

纈
爪
昭
彦

一
長
後
一

池

川
三
七

言
八
‥
行

三

大
石
憚

一
福
浦
一

川
中

喜
代

治
、
田
中

憲
古

越
脂

砂
さ
子

、
越
肝

恵
子

一
牛
滝
一

山
本

作
江
、
竹
本

匸
三

浜

野
使

悦
、
大
畑
み
ど
り

成人式光景（上）

よるこびの成人式（右）



八
兵
衛
老
人
ク
ラ
ブ

（
原
田
）
発
足

原
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
発
足
会
が
、

九
月
八
日
、
原
田
集
会
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。
対
象
者
六
十
数
名
の
う
ち
、
四

十
数
名
が
出
席
し
和
気
合
々
の
う
ち
に

原
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
足
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
名
称

は
、
昔
か
ら
磯
舟
等
で
沖
釣
に
出
た
際

の
漁
場
の
ヤ
マ
タ
テ
（
目
標
）
に
な
る

山
の
名
前
で
原
田
周
辺
で
は
一
番
高
く

昔
か
ら
目
標
に
な
っ
て
い
る
八
兵
衛
山

の
よ
う
に
、
今
後
強
く
た
く
ま
し
く
、

高
く
の
び
よ
う
と
の
会
員
一
致
の
合
致

に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

佐
井
村
で
は
、
野
平
地
区
を
除
き
各

地
域
に
老
人

ク
ラ

ブ
が
結
成

さ
れ
た
こ

と
に
な
り
、
老
人
福
祉
政
策

の
増
進
と

共

に
今
後
の
質
的

向
上

が
望
ま
れ

ま
す

。

役
員
の
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

会

長

加

藤

長
次
郎

副
会
長

米

沢

利
太
郎

”

佐

藤

清

吉

会

計

木

部

浅

蔵

”

金

沢

警

二
郎

監

事

佐

藤

政
太
郎

伊

藤

京

萬

谷

由
太
郎

秋
の大

そ
う
じ
を

行

い
ま
す

犬
そ
う
じ

の
時
期
が
せ
ま
っ
て
来

ま

し

た
。
春

の
大

そ
う
し
、
村
を

き
れ
い

に
す

る
運
動

で
き
れ

い
に
な
り
ま
し

た

が
、
な

が
い
冬

を
迎
え

る
前

に
も

う
一

度

、
身

の
ま
わ
り
、
家
の
ま

わ
り
、
下

水

等
を

き
れ
い
に
し
ま
し

ょ
う

。

き
た

な
い
と
こ
ろ
で
生
活
す

る
こ
と

は

、
い
や
な
も
の
で
す
。
こ

れ
は
、
人

間

の
本

能
で
も
あ
り
ま
す
し
、
き

れ
い

な
生
活
は
、
文
化
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
す
。「
文
化
生
活
は

清
掃
か
ら
」

と

い
っ
て
も
過
言
で
な

い
ほ

ど
、

私
た

ち
の
身
の
圭
わ
り
の
ゴ
ミ
を
始
末

す
る

こ
と
は
ま
っ
た
く
日
常
生
活

の
一

部
と

し
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
す

。

日
常
の
そ
う
じ

ぱ
別

と
し

て
、
大
子

う
じ
の
と
き
の
留
意
点
を
の
べ
て
み
ま

す
。
①
、
自
分
の
家
の
周
囲
の
環
境
を
よ
く

め
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
そ
う
じ
を
す

る
の
で
な
け
れ
ば
、
生
活
環
境
美
化

の
効
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

固

左
左
み
は
順
序
よ
く
な
ら
べ
裏
側

を
日
光
に
あ
て
ま
す
。
た
た
み
の
下

は
、
ノ
ミ
の
発
生
す
る
か
っ
こ
う
の

場
所
で
す
か
ら
よ
く
は
き
だ
し
、
そ

の
あ
と
殺
虫
剤
を
散
布
し
ま
す
。

③
、
屋
内
が
す
ん
だ
ら
、
屋
外
の
始
末

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
流
し
場
、

下
水
、
ど
ぶ
で
流
れ
が
つ
ま
っ
て
い

る
場
所
は
、
ご
み
を
さ
ら
い
、
そ
の

泥
は
散
乱
し
な
い
よ
う
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど
の
容
器
に
入
れ
殺
虫
剤
な
ど
を

ふ
り
か
け
ま
し
ょ
う
。

秋
口
の
健
康

高
温
多
湿
の
夏
の
日
、
短
か
い
暑
さ

も
去
り
、
さ
や
さ
や
と
風
は
も
う
秋
の

気
配
。
夏
に
は
疲
れ
や
す
く
、
胃
腸
を
そ
こ

ね
る
人
が
少
な
く
な
い
。
日
ご
ろ
健
康

に
自
信
の
あ
る
人
で
も
夏
に
は
、
暑
さ

の
た
め
よ
く
眠
れ
ず
匸
禾
養
も
低
下
し

が
ち
で
ど
う
し
て
も
ス
タ
ミ
ナ
が
お
ち

や
卞
い
。

◇

夏
バ
テ
は
秋
に
ひ
び
く

夏
バ
テ
を
早
く
回
復
す
る
こ
と
は
、

秋
口
か
ら
冬
に
か
け
て
の
重
大
な
健
康

障
害
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
で
も
あ

夏
バ
テ
を
し
た
ひ
と
は
こ
ん
な
状
況

に
な
る
こ
と
が
多
い
。

气

体
重
が
減
っ
て
そ
の
圭
ま
回
復
し

な
い
。

２
、
い
つ
で
も
疲
れ
や
す
く
、
そ
し
て

疲
れ
が
の
こ
る
。

３
、
食
欲
が
な
い
。

４
、
気
分
が
落
ち
つ
か
ず
、
集
中
力
が

衰
え
る
。

５
、
下
肢
が
だ
る
く
、
微
熱
を
訴
え
る

二
と
も
あ
る
。

６
、
慢
性
の
下
痢
や
カ
ゼ
気
味
が
っ
づ

７
、
仕
事
辛
家
事
を
や
る
意
欲
が
う
す

れ
る
。

８
、
体
調
が
ど
二
と
な
く
す
ぐ
れ
ず
訴

え
が
な
い
。

秋季大掃除指導日程



職 員 募 集
ボイラーマン １名

１．２級免許所持者

２．身体強健にして通勤可能な年令４０才未満の男

子

３．給料等は佐井村給与条例により支給します。

４．当方で指定した病院等の健康診断書が必要で

す。

希望者は、九月末迄に採用願を出して下さい。

尚、詳しいことは、総務課に照会して下さい。

有線放送
・につい て・

有線放送が聞えないという苦情は、しばしばあり

ますが、その都度、役場や漁組が対処して参りました

が、今後のため下記のことがらにつきご留意下さい。

記

１．有線放送は、トランペット方式ということで地

形に起伏のある両佐井では、ききづらい地点があ

りますので、チャイムが嶋 ったらテレビを低くし、

窓をあけてきいて下さい。

２．特に行政連絡員、補助員の方にお願いします。

難聴地域は直ちに助役か、総務課へおしらせ下さ

廴丶。

儔３２回・
国民体育大会

あすなろ国体ポスタ
ー

写亶を募集しています
昭和５２年に青森県で開催される国民体育大会の

テーマ・スローガンが、県民からの公募によって

さる７月に「あすなろ国体」「心ゆたかに 力た

くましく」と決定しました。

このテーマとスローガンをおり込んだポス

ターを制作 して県民 みんなの力で国体 を成功

洫廿Ｚ、ための 私ので寸。１．め 癶りは 日召

和４８年１０月３１日です。 くわしくは、民生 。

相 談課 まで 問 合 せ下 さ い。

◇

夏

バ
テ

を
回
復
し
よ
う

１

、
よ

く
眠

る
こ
と
。

２

、
胃

腸
の
調
子

を
と
と
の
え

、
栄

養

を
よ

く
摂

取
す
る
。
大
食

い
卞

る
こ

と
で

は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た

食
事

を
と
り
た

い
。

３

、
健
康
本

位
に
、

生
活
設
計
を

た
で

る
こ
と
。

夏
バ
テ
の
人
は
、
偏
食

の
傾

向
が
強

く
、
体
の
不
調
が
続
く

と
き
は
、
し
ば

し
ば
重
大
な
病
気
が
潜
ん

で
い

る
と
き

が
あ

る
。
こ
の

と
き
は
、
早
く
健
康
診

断
を
受
け

る
よ
う

に
し
た

い
も
の
で
す

。

戸

籍
の

窓
口

九
月
十
二
日
現
在

１

－

○
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

渋

田

洋

人
（
栄

司
）
言
佐
井

山

本

学
（
幸

治
）
福

浦

鈴

木

美
智
子
（
富
四
郎
）
大
佐
井

田
名
部

祥

子
（
洋

二

古
佐
井

正

村

瑠

美
（
秀

美
）
大
佐
井

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う

布

施

和

幸

（

小

樽

市

）

福

田

浩

子

（
矢

越

）

抻

田

晃

詞

（

静

岡

市

）

與

本

祥

子

（

大

佐

井

）

米

沢

三

男

（

原

田

）

横

浜

き

み
子

（

原

田

）

永

川

正

義

（

尻

岸

内

町

）

鹿

島

こ

う

子

（

犬

佐

井

）

原

子

文

雄

（
古

佐

井

）

菊

池

あ

つ
子

実

間

町

）

金

子

巧

英

（

栄

村

）

金

丸

つ

ぎ
子

（
大

佐

井

）

子

斗

米

聖

紀

（
原

田

）

金

沢

久

子

（
原

田

）

津

田

勝

良

（
犬

佐

井

）

笹

谷

み

つ

冥

関

町

）

松

沢

武

美

（
原

巴

佐

々
木

百

合

子

冥

間

町

）

小

林

千

代

松

（
東

京

都

）

湊

谷

正

子

（
川

旦

橋

本

真

光

（

七
ヶ

宿
町

）

奈

良

陽

子

実

佐

井

）

山

本

史

男

（

む

つ

市

）

大

島

秀

子

（
原

田

）

○
ご
逝
去
お
く
や
み
申
し
ま
す

畠
岡

ヨ
シ
（
前
田
哲
男
）
大
佐
井

佐
藤

菊
次
（
た
か
）

原

田

若
山

博
文
（
正
弘
）

古
佐
井

村
政
の
窓
口

八
月
十
四
日

出
か
せ
ぎ
者
の
つ
ど
い

十
五
日

成
人
式

二
十
七
日

母
親
教
室

九
月
十
一
日

胃
腸
痼
検
診

十
二
囗

胃
腸
病
検
診

健
康
大
学
開
講
式

こ
よ
み
と
行
事

九
月
二
十
四
日

ゴ
ミ
収
集

二
十
五
日

移
動
保
健
所

二
十
七
日

ゴ
ミ
収
集

三
十
日

ゴ
ミ
収
集

十
月

三
日

ゴ
ミ
収
集

● 子の名に用いる文字には制限があります。

子の名に用いることができる文字は、当用漢字表および

人名用漢字表別表にかかげる漢字と片かな、平がなです。

健康相談 囗
毎月第１月曜日、
来月は１囗です。
９時から３時まで（セン
ター、健康相談囗）
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